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{Jean -Christophe}の中の三人物
森 孝 子
ロマン・ロランの最初の長編小説『ジャン・クリストフ』には，実に多
くの様々な種類の人間が登場する。そしてそれらの各々が大なり小なりの
役割りをもって，全体として，そこに作者によって描かれた一時代，一世
界の現実を作り上げている。この作品の主人公クリストフの誕生から死に
至るその時代は，又，作者ロランが生きて来た時代であり，その世界とは
彼が身を置いていた現実のヨーロッパである。事実この作品中で，当時の
ヨーロッパでの実際の大きな出来事，社会問題がとり上げられているし．
そこに見えるのは作者が自らの周囲で見た生きた人間達であり，彼らの精
神である。いわば．そこに居合わせた無数の魂によって繰り広げられる一
世代の物語である。その意味でくJean-Christophe}はロラン自身トルスト
イの『戦争と平和』について言ったようにI)一つの新しい「叙事詩」 (Epoee)
であると言えよう。但しこの叙事詩は著者の極めて深遠な内的欲求から生
まれたものであり．当時の社会．人々に真実人間らしく生きようとする意
志と力とを与えるということを直接的な執筆目的としてはいるものの，実
質的にほ作者ロランの信仰表出の作品である。又．そもそもこの直接的な
執筆目的，ロラン自身の言葉によれば「フランスにおける精神的．社会的
崩壊の時期に，灰の下に眠っている魂の火を目ざめさせること。」2) という
意図そのものが．ロランの信仰に根ざしている。つまり， 人間の生の真
理．人間性の理想への信仰である。先にも述べた通り，この作品では当時
の人々の精神状態．社会的に重大な問題などが描かれ． 特に第 4巻くLa
1) <Le Voyage Interieur), 1959, p. 42 
2) <Jean-Christophe), 1961, p. XV 
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Revolte}, 第5巻くLaFoire sur la Place}においては，たとえ主人公の
目を通してとはいえ， ドイツとフランスとに対するあからさまな激しい批
判が多くを占めている。しかし結局のところ根本においては，この作品の
意図はそれらを背景として，人間の実相的な意義と価値とを提示すること
であったと思われる 3)。つまり万人にとって常に第一義の問題でありなが
． 
ら，今日ではともすると陳腐な単なる言葉としてのみ受けとられがちな，
「我々人間とは如何なるものか？」 「我々人間は如何に生きるべきか」を
明らかにすることであった。しかしロランにとってこの問題氏彼が直観
によって得た一つの croyanceにその根をもつものであるだけに，人間の
実相的な姿一人間は本質的にはどのようなものかということは，この作
品中では主人公クリストフの生き方以外のところに，クリストフという存
在そのもののなかに，非常に抽象的に，極めて象徴的に表わされている4)。
人間の実相的な姿で存在しているクリストフは又，我々にとっての現実で
ある生―有限なる生ー一即ち，死によって終わる生ーーを本然的に生き
て行くぺく創造された人物でもある。但しクリストフはその生涯を掛けて
人間と生の理想を示すのであるから，彼は，人間が現実の世界にあって正
しく生きてゆくに必要な人間的属性を，生涯の初めより備えているわけで
はない。つまりクリストは，現実に生きて，行動する人間として，彼一個
では完全ではないのである。作者ロランは彼の人間及び生の理想を三人の
非常に異って見える人物を用いて示した。その人物は，まず主人公ジャン
・クリストフ・クラフト．彼が生の道筋で出合う唯一の友オリヴィェ．クリ
ストフの人間的完成の終局的な段階で大きな力となる『女の友』 (L'amie}
イタリア女性グラツイアである。これら二人の友の存在があって初めてク
リストフの一つの生が完成するのである。
三人のうち，主人公クリストフを最も特徴づけているものは．その名前
3) (Le Voyage Interieur〉p.257 の最初の部分参照。
4) これについては．ここで触れる暇がないが．この作品を．後に述べるロランの哲
学論文(Credoquia verum〉と合わせ読むと自ずと明らかになる。
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クラフト(Krafft)に象徴されている「力」である5)。生命力．そこから生
まれた盛んな生の諸力。真実でない社会の中で，独り本然的な生き方をし
ようとすれば，その生は必然的に闘いとなる。ましてクリストフは，現実の
ヨーロッパ社会，文明に鋭い目を向けて，容赦のない批判を敢えて加える
ことを託されている。その闘いはさらに圧倒的なものとなる。このような
闘いを闘いぬき，ついには勝利を得んためには，まず，すべてにおいて強. . 
さが必要である。現実を怯まず真直に見据えることのできる強さ，その上. .
で，敢えて正であり，正を行なうことのできる一種楽天的な強さが必要で
ある。その強さの目に見えぬ根元は，自己の生を成就させようとする力，自
己完成の強い欲求，つまり．いかなる妨げのある時にも決して自らの生を
その完成への途上で凋ませることのない生きようとする力＿生命カー一
である。クリストの中の無意識的なこのカー一{soninstinct de vivre, de 
ne pas se laisser mourir, plus intelligent que I'intelligence, plus fort 
que la volonte}6'-は種々な形をとって現われて，クリストフを破滅か
ら救う。
クリストフに与えられたこの生の力はその存続を阻もうとするものに対
して非常に敏感であり，それを眼のあたりにした時，最も激しい形となっ
て奮い立つ。生を阻む最大の敵は死である。自己の内に，自らの生を十全
に生き，完全なる自己へ向って自らを発展し尽くすべき人物として，この
力を与えられているクリストフは，極く幼いうちからすでに死の存在を漠
然とではあるが感じ取る。
Brusquement, Christophe se reveillait, pris d'une sourde inquietude. 
... I avait un frisson ... Dieu ! siele alait venir? Qui? ... I n'aurait 
su le dire.7> 
この時，彼の内部のあの力がクリストフに感じさせるのは，未だはっき
5) 作者自身がそう言っている。 (LeVoyage Interiur〉p.259
6) (Jean-Christophe〉p.366
7) Ibid. p. 50 
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りとしない不安であるが，彼に死の存在が明らかになるにつれてそれが恐
怖となり：
Mort, il ne savait pas au juste ce que c'etait ; mais c'etait quelque 
chose d'affreux.8) 
死を眼前で目撃するや，その力は激しい憤りとなってクリストフの中に沸
き上がる。
Autour de lui, partout, de quelque cote qu'il se tournat, il sentait 
sur sa face le souffle meurtrier de la Bete aveugle; il savait qu'il 
etait sous le poing de cette Force de destruction, et qu'il n'y avait 
rien a faire. Mais loin de l'accabler, cette pensee le brulait d'indi・
gnation contre l'impossible; 9) 
それ故，クリストフの生は死との絶えざる戦いとなり，死を滅すること，
「死の死」 (lamort de la mort) がその第一の目標となる。クリストフ
を死から救うこの盛んな生命力は，彼を単に生きさせるだけのものではな
くて，本然的な人間として，最も人間らしい人間として全的に生きさせる
ためのものでもある。言はば彼は生をその心髄において生きる人間，万人
の生を彼一人の一つの人生において生きる人間である。彼は，人間のもつ
生の諸力を，好ましいか否かに拘らず，すべてもっている。そしてそれら
の根元である生命力に富んんでいるだけに，彼はそれらの力に激しく翻弄
される。歓喜の絶頂から深い絶望の底までクリストフは経験する。生を成
り立たせるあらゆる要素，喜び，苦悩，悲哀など，結局はそれら自体がク
リストフにとって生きるための糧となっているのである。クリストフは，
自らに絶望し｀何ら生きてゆく理由がないと感じながらも，やはり生き続
けることのできる人間である。何のために生きるのかを意識しようがしま
・・・。・・・・。。
いが，とにかく生きずにはいられない人間である。一段と強められた歓喜
や苦悩に満ちている烈しい生に自己のすべてを与えつくし，あらゆる瞬間
8) Ibid. p. 53 
9) Ibid. p. 130 
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において十全に生きることそれ自体が，クリストフをさらに生きさせるの
である。
amours, espoirs, deceptions, deuilc;i, et cette force exultante, cette 
ivresse de souffrir, de jouir, et de creer, cette allegresse d'.etreindre 
la vie lumineuse et ses ombres sublimes, qui etait I'a.me de son a.me, 
le Dieu cache.10> 
このように，不尽の生命力，ー一生きることへの激しい情熟ー―•これが
クリストフを作り上げている主たる要素であるが，このような生の情熱ほ
ともすると精神の目を曇らせ，自己の進むぺき方向を見失わせがちである。
自己を誤り，又，自己が強い生の力をもっているため，弱者に対してあま
りに苛酷になる憂いがある。このような一種盲自的な力に，その正しい方
向づけを与えるためには，常に醒めた状態にある精神，確固とした精神の
明澄さ，物事の本質を正しく見抜き，自己自身をも客観的に見て分析する
ことのできる曇りない精神の目が必要である。クリストフに欠けているこ
の精神的特質をその本質とし，それをクリストフの魂の中へ注ぎ込む人物
がオリヴィェ・ジャンナンである。
フランス中部地方に数世紀来定住し，純粋なフランスの血統を保持し続
けている旧家の出である Olivierの本質の中心をなすものは，自由で平静
な知性{intelligencelibre et sereinem >である。この知性は，内心の動揺
がいかに激しく彼をゆり動かすときにも，彼の心情のどのような激動に際
しても，決して彼の精神の落着きを失わせないのである。オリヴィエの中
で様々の情熱がどれ厄ど猛威を振おうとも，彼の中のくlapaix centrale 
qui persiste au creur d'une agitation12> >は常にそこに在りつづけ，精
神はその明らかな目でその情熱さえも静観している。言はばオリヴィエほ，
精神と心情の互いの独立を自らの内に保っている人物である。従って彼は
10) Ibid. p. 1076 
11) Ibid. p. 943 
12) Ibid. p. 943 
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すべてを誇張やイリュージョンや偏見なしに明快に正しく見，みずからさ
えもある距離を置いてながめてみることができる。それ故オリヴィエは無
意識的にしろ自己を欺いたり｀思い違いをしたりすることがない。少くと
も，自己に対しては常に真実であり得るわけである。
又．この自由で平静な知性は，あらゆる否定を嫌い，或る一つのものの
みに自己を繋ぎとめることを許さない。たとえ相反する物事でも思想でも．
すべてを同時に全景的 (panoramique)13>に眺め．それらすべてを同じよ
うに理解しようとする。
Olivier avait l'intuition des a.mes et une curiosite d'esprit large, 
subtile, ouverte a tout, qui ne niait rien, qui ne haissait rien, qui 
comtemplait le monde avec une genereuse sympathie : 14J 
{sympathie► これもオリヴィエのもつ特質の一つである。オリヴィエの
もつ明澄な精神は，自己を含めてすべてをその真実の姿で見せる。そして
彼自身を決して欺かない。となれば．この精神の明澄さは，厳格に，冷酷
にその対象物を映し出す。それが真であるか偽りであるか明確にせずには
おかない。しかしなおかつオリヴィエは，相容れない，相反するものを諸
共に，自己を越えた高みから全体の中で眺め，すべてを同等に理解し，同
等にサンパテイゼする。オリヴィエは次のように言う。
Je ne veux pas hair. Je veux rendre justice meme a mes ennemis. 
Je veux garder au milieu des passions la lucidite de mon regard, 
cornprendre tout et tout aimer.15> 
みずからを欺くことを好まない平静な明らかに澄みきった精神をもって
いながら，すべてを同等のサンパティをもって理解する。これらは，たいて
いの場合矛盾を生じる。しかしながら，オリヴィエは彼の内でこの二つの
ことを調和的に両立させているのである。彼の場合この平衡的調和は，意
13) Ibid. p. 1008 
14) Ibid. p. 943 
15) Ibid. p. 987 
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志の力によって成しとげられているのではなく，{profondeursde son etre 
et de sa race}16>から自ずと生じるのである。但しオリヴィエは実際的
な行為の上でこの調和を成しとげるには，あまりに力が不足している。彼
は自らの手足で闘って，敢えて正しい生を勝ち取る種類の人間ではなくて，
そういった生の強者達に付きそって，彼らを愛し，自己の内の最良のもの
を彼らに与え，彼らにおいて自己を完成させる人間の一人である。彼は強
者のために一ークリストフのために一一生まれた人間である。
Olivier reportait dans I'atnour et dans I'intelligence toutes Jes forces 
qu'ii avait abdiquees dans I'action. I n'avait pas assez de seve 
pour vivre de sa propre substante. I etait Herre : iJui fallait se 
lier.17> 
クリストフとオリヴィエほ互いに相手のもっていないもの，だが，正し
い在り方で生きるために，どちらにもそれぞれ必要だと作者が考えるもの
をもっている。彼ら二人の人物の出合いの意味はそれである。「彼らはお互
いに非常違っていた。」 18) しかし彼らは二人ともに真実の人間としての属
性を備えていた。それ故，彼らは「同じでありながら，非常に違ってい
た」19)ので，互いに近づきあい真の友として愛し合うのである。彼ら二人
の違いを比較して，作者はいみじくも次のように表現している。
Olivier avait la serenite de I'esprit et le corps maladif. Christophe 
avait une puissante force et une ame tumultueuse. C'etaient I'aveugle 
et le paralytique. 20> 
強い友愛に結ばれた彼らは互いに豊かにし合う。但し，強者である天才
の常としてクリストフは彼が与える以上のものを，オリヴィエから得る。
即ち彼は，盛んな生命力，心身の強さ，退しさの遊りの雫をオリヴ工に注
16) Ibid. p. 987 
17) Ibid. p. 9仕
18) Ibid. p. 941 
19) Ibid. p. 941 
20) Ibid. p. 944 
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ぎ入れた代りに．オリヴィエのもつ優れた特質をすべて自分の内に吸収し
た。
i s'impregnait de son calme intellectuel, de son detachement d'es-
prit, de cette vue lointaine des choses, qui comprenait et dominait, 
en silence. 21l 
こうして，生命力，活動力，激しい情熱そのものであるようなクリスト
フの内に，自由で広い知性に基づく精神の落着きのある明澄さと．あらゆ
るものに対する寛大な共感力＿人間としての同胞的な愛一ーという二つ
の力が加えられる。クリストフにとっての問題は一一人間にとっての問題
は―これら三つの力の調和を自らにおいて為しとげることである。それ
をロマン。ロランは，現世を生きる人間の理想の生とする。こういった生
の信念は， 「ジャン。クリストフ」を書くずっと以前からロランの中にあ
ったものである。彼は I'EcoleNormale Superieureの学生であった1888
年に，彼にとっての長年の謎であり，最も切実な問題であった「自己とは
一人間とは＿如何なるものか」「人間は如何に生きるべきか」の問に，
自らはっきりと解答を下した。彼はその回答を，彼の実際的な生の規範と
して一編の哲学論文の形で表現したが22)彼はその中で「如何に生きるべき
か」を次のように要約している。
En resume, I'ideal humain serait de concilier : 
1. La serenite souriante, la pl:lix ironique : Platon, Grethe, Renan. 
2. L'ardeur de la passion (Renaissance Italienne). 
3. La charite de Tolstoy. 
Ce serait la vraiment vivre ! 
Comfempler avec les yeux claires, penetrants, et le sourire curieux 
et calme ..... . 
21) Ibid. p. 945 
22) (Credo quia verum) 
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Se donner cependant tout entier a son role, en epuiser les puis-
sances de vie passionnee ; 
Aimer les autres roles, .... Se repandre dans les autres23> 
明らかに，クリストフとオリヴィエとは，ここに掲げられた生の三つの
要素を，彼らの最も根本的な特質として分けもっている。
『ジャン・クリストフ』という作品は一面では人々に正しく生きようと
する意志と勇気とを与えようとする意図から生まれている。そのためには．
そこには，正しい生とその勝利とを描かねばならない。ロランにとってそ
の生とは，この作品を決定的な形で書き始める15年も前に彼が正しいとし
た生であり，常に変わらずその信念を持ち続けて，彼自らそれを達成しよ
うと生涯努力しつづけた生であった。人間としての真理に到達すべき人物
であるクリストフは，彼の生の歩みを進めるにつれて，ロランの理想の生
を完成させてゆくわけである。
オリヴィエからもたされた二つの力によって，完全なる人間として必要
な要素を内在させることになるクリストフはそれらを調和協調させて，有
0 • • 
限な個別的な生を成就させるために，いま一人の人物を必要とする。それ
は，彼の生の道程で，彼がその傍を通り過ぎる多くの女性達の中で，真実
の意味でクリストフが最も愛する女性グラツイア (Grazia)である。彼女
は単なる梢神的特質や思想などによってクリストフに影響を及ぼすのでは
ない。彼女はその存在そのものによって彼に大きな響影を与えるのである。
なぜなら，彼女こそは，自らそうとは知らずに「真理」の一つの具現であ
り，彼女という存在そのものが「真理」を宿しているからである。その真
理とは彼女の魂の本質を成す「善良さ」 {Bont的であり，そこから生じる
内的調和である。
● 0 0 0 0 
彼女は，知性とか意志の力とかという生の断片的な力に動かされて生き
ている人物ではない。彼女は彼女が生から受けた苦悩や悲哀の跡を柔らか
23) CAHIERS ROMAIN ROLLAND 4: (Le Cloitre de la Rue d'Ulm〉,1952, 
pp.374-375 
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なメランコリーとして漂わせながら快い生の酪い心地に身をゆだねて，穏
やかさと静けさの内に生きいる。
Elle avait cette gourmandise du silence ensoleille, de la comtem-
plation immobile, cette jouissance voluptueuse de la paix de vivre, .. 
Nulle revolte contre les choses, ni contre soi2" 
それ故，彼女は自分の中の弱さとも敢えて戦おうとはしない。彼女は
くfaibleet changeante)2i>であったし，彼女の中のくlatrouble nature de 
la femme}26'が時として頭をもたげることもある。彼女の中にもやはり幾
つもの激しい生の諸力が宿つているはずである。しかしグラツイアの中で
は，すべてそれらの諸力は，自から神秘的な，妙なる調和を作り出す。
Mais dans son ame saine, les dissonances finissaient par se fondre; 
elles formaient, sous la main de sa raison harmonieuse, une musique 
profonde et veloutee.2n 
この内心の調和から発せられる落着きのある静かさの輝きが，彼女の周
囲のものに感化を与える。彼女にとっては，極端な思想や荒々しい感情や．
身振りや口調の誇調されたやり方すら，あらゆる点で，調和や静かさを乱
すものはすべて好ましからざるものなのである。こういった傾向は自ずと
彼女の内に，調和的な美への憧れを呼びさます。彼女は簡明で美しいもの
を好み，又：
Pres d'elle, sous son regard, tout etait simple, tout etait comme 
cela devait etre .. 28> 
グラツイアにこれ往どの崇高さと正しさを与えているものとは，彼女が
生涯を通じて常にもち続けているもの，大いなるくBonte}である。29)それ
24) (Jean-Christophe〉p.1446-1447 
25) Ibid. p. 1513 
26) Ibid. p. 1513 
27) Ibid. p. 1514 
28) Ibid. p. 1462 
29) Ce qu'ele avait conserve surtout du passe, c'etait sa grande bonte, Jbid. 
p. 1446 
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は単に「やさしさ」 「善良さ」といった意味にとどまらず，より深い意味
を， 「慈愛」一一万物に向けられた，広く次元の高い愛―の意味を含む
それである。これがグラツィアの魂を作り上げている最も根元的な力であ
って，それなればこそ，晩年に近づいて，生の終盤にさしかかり，自己の
生の完成をなしとげんとするクリストフの前に彼の最大の愛の対象として
三たび現われる必然性があるのである。
ロランは，先に述べた哲学論文で次のように定義している：
Verite harmonieuse, c'est—ふdire totale, clans I'art=Beaute; clans 
I'action=Bonte.30> 
グラツイアのあらゆる感情の中に溶け込んでいる {Bonte► がクリスト
フを感動させ，彼を強く引きつける。成人したグラツイアが初めてクリス
トフの前に現れれる，第8巻『女の友』の終りの場面で，鏡の中の彼女に
クリストフが見たものも，真理という神からの愛に満ちた光である「やさ
しさ」 ({bonte►) であったはずである。
Une seule chose i voyait: la divine bonte de son sourire compatis-
sant. 31> 
在るべき生を生きる人間であるクリストフは，その本質に，真理への憧
れと愛とをもち続けている。なぜなら，人間の正しい生とは必ず真理を目
指すものであり，第一には，それを探求することから成り立っているから
である。クリストフのグラツイアに対する愛はこれである。彼女の魂の本
質をなすくBont的によって，現前された真理ー一肉体化された真理そのも
のとなっているグラツイアを愛することは，人間の正しい生を成就すべき
クリストフにとっての一つの必然である。一人のイタリア女性グラツイア
という存在に向けられた愛は，正しく生きようとする人間の真理への愛で
あるので，それはあくまでも精神的で，純粋で強く，しかも静明な，恩恵
的な一つまり愛を捧げるものを人間的により高めるものである。その愛
30) (Le Cloitre de la Rue d'Ulm〉PP,368ー 369
31) (Jean-Christophe〉p.1234 
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は常にクリストフ内の存在しているのであって，現前の対象であるグラッ
．． 
イアの存在にかかわらず，クリストフは常に彼女を愛しているのである。
クリストフはグラッィアに向ってこう言う：
Je vous aime des avant votre naissance, et je vous aime jusqu'apres 
que .. 32) 
真理そのものである女性グラツイアを愛することによって「真理」に触
れたクリストフは，ここで初めて人間的に完成される。クリストフの中の
・・・・・。
あの三つの力に代表される諸々の生の力は，その在るべき仕方で彼の内に
存在するようになる。ロランの考える人間の生の真理がここに示されるわ. . 
けである。あらゆる個々の真理は，全体的な「真理」に触れて初めて成就
される。グラツィアの傍らで「真理」の光に照らされて，クリストフの魂
は，調和的な魂へとその発展を終えるのである。
このように，三人の人物を用いて，ロランは自ら信ずる生の勝利を描い
た。彼らに分かち与えられている三つの力の平衡的調和を保ちつつ生きる
ことが，現世を生きる人間の理想であるとする信念だけでなく，この作品
の中には．本質的な人間について．人間の実相的な姿についてのロランの信
念も表わされている33)。ロマン・ロランの作品は，それがどのような形を
とっていても，又どのような直接的な執着意図をもっていても，そこには．
こういった彼の信念あるいは信仰が姿をかえて表出されている。彼は，そ
のような作品を創造することによって，自ら理想とする生の完成を徐々に
進めてゆくのである。彼が目ざすのは，クリストフが到着したあの全体的
調和であって，言ほば彼のすべての創造的行為――•作品＿の目的もそれ
である。
ロランは言う：
En fin de compte, je suis un musicien, je cherche en tout l'harmonie, 
32) Ibid. p. 1511 
33) 注(4)参照。
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―l'harmonie de toutes les fois et de toutes les forces de vie.34) 
(1971, 9) 
34) CAHIERS ROMAIN ROLLAND 17: Un Beau Visai;?:e a Tous Sens>. 
1967, p. 105 
